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土居奈生子　「妃」にかんする一、二のこと

一　

は
じ
め
に

　

平
安
時
代
に
成
立
し
た
物
語
の
中
に
は
、
し
ば
し
ば
「
大
宮
」
と
呼
ば
れ
る

人
物
が
登
場
す
る
。
こ
の
、
物
語
の
〈
大
宮
〉
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
に
、

実
在
の
人
物
で
「
大
宮
」
と
呼
ば
れ
る
人
物
を
考
察
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
藤

原
穏
子
（
１
）、

昌
子
内
親
王
（
２
）に

か
ん
し
て
、
呼
称
を
中
心
に
、
そ
の
生
涯
を
考
察
、

検
討
し
た
。
二
人
は
と
も
に
、
皇
后
か
ら
皇
太
后
、
太
皇
太
后
へ
と
転
上
し
、

生
涯
の
う
ち
を
長
く
キ
サ
キ
（
３
）と

し
て
過
ご
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
考
察
中
か
ら
、

〈
大
宮
〉
を
検
討
す
る
だ
け
で
な
く
、
物
語
の
キ
サ
キ
を
考
え
る
上
で
も
大
変

参
考
に
な
る
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
加
え
て
昌
子
内
親
王
は
、
天
皇
の
皇

子
女
、
特
に
内
親
王
と
し
て
も
、
特
定
の
登
場
人
物
の
モ
デ
ル
と
い
う
枠
組
み

を
超
え
、
そ
の
生
涯
は
興
味
深
い
。

　

そ
こ
で
本
論
で
は
、
昌
子
内
親
王
に
か
ん
す
る
先
の
二
論
に
お
い
て
取
り
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
物
語
を
考
え
る
上
で
注
目
す
べ
き
、「
妃
」
を
鍵
語
に
、

い
く
つ
か
の
点
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
私
見
を
示
し
た
い
と
思
う
。

　

具
体
的
な
検
討
に
入
る
前
に
、
昌
子
内
親
王
の
略
歴
を
簡
単
に
記
す
。
父
は

朱
雀
天
皇
、
母
は
、
父
の
同
母
兄
で
東
宮
で
あ
っ
た
保
明
の
娘
・
凞
子
女
王
で

あ
る
。
天
暦
四
年
（
九
五
〇
）
の
誕
生
。
第
一
皇
女
で
あ
り
、
朱
雀
天
皇
の
一

人
子
。
誕
生
し
た
と
き
は
、
す
で
に
父
は
譲
位
後
で
上
皇
、
天
皇
位
に
は
父
の

同
母
弟
で
あ
る
村
上
が
あ
っ
た
。
ま
た
誕
生
の
年
に
、
母
女
御
・
凞
子
女
王
は

恐
ら
く
出
産
に
ま
つ
わ
る
体
調
不
良
に
よ
り
薨
去
。
八
月
に
昌
子
へ
内
親
王
宣

下
が
な
さ
れ
た
。
天
暦
六
年
、
三
歳
の
三
月
、
病
に
よ
り
父
・
朱
雀
院
が
出
家

し
、
八
月
十
五
日
、
仁
和
寺
に
て
崩
御
す
る
。
応
和
元
年
（
九
六
一
）、
十
二

歳
の
年
末
、
宮
中
に
て
成
人
の
儀
が
行
わ
れ
、
三
品
に
叙
さ
れ
た
。
腰
結
い
役

（
後
見
）
は
、
叔
父
の
村
上
天
皇
。
応
和
三
年
（
九
六
三
）、
十
四
歳
の
二
月
二

十
八
日
、
い
と
こ
で
同
じ
歳
の
東
宮
・
憲
平
（
村
上
皇
子
）
が
元
服
し
、
同
日

の
夜
、
妃
と
な
る
。
康
保
四
年
（
九
六
七
）、
十
八
歳
の
年
に
村
上
天
皇
崩
御

に
よ
り
、
五
月
、
夫
で
東
宮
の
憲
平
が
践
祚
す
る
。
九
月
一
日
、
守
平
親
王
が

皇
太
弟
と
な
り
、
同
月
四
日
、
昌
子
内
親
王
は
皇
后
と
な
る
。
夫
で
あ
る
冷
泉

天
皇
の
退
位
、
円
融
天
皇
の
即
位
後
も
、
し
ば
ら
く
皇
后
位
に
あ
り
、
天
延
元

年
（
九
七
三
）、
二
十
四
歳
の
七
月
に
皇
后
か
ら
皇
太
后
へ
転
上
し
た
。
寛
和

二
年
（
九
八
六
）、
三
十
七
歳
の
六
月
、
花
山
天
皇
が
出
家
し
、
一
条
天
皇
が

受
禅
し
た
。
翌
七
月
に
、
太
皇
大
后
と
な
る
。
長
保
元
年
（
九
九
九
）、
五
十

歳
。
十
二
月
一
日
、
療
養
先
の
大
江
雅
致
の
邸
宅
に
て
崩
御
し
た
。

「
妃
」
に
か
ん
す
る
一
、
二
の
こ
と

　

─ 

昌
子
内
親
王
の
考
察
を
通
じ
て 

─

土

居

奈

生

子
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二　
「
妃
」
と
は

　
「
妃
（
ヒ
）」
を
鍵
語
と
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
意
義
な
ど
を
確
認
す
る
。

後
宮
に
お
け
る
后
妃
の
地
位
の
一
つ
。
令
制
に
お
い
て
は
皇
后
に
次
ぐ
天

皇
の
妻
室
。
定
員
は
二
人
、
四
品
以
上
に
叙
す
る
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
内

親
王
よ
り
選
定
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
。
ま
た
令
制
に
よ
る
と
、
品

位
に
応
じ
て
封
禄
を
賜
う
と
あ
り
、
春
秋
の
二
季
に
は
号
禄
を
賜
う
と
い

う
。『
延
喜
式
』
に
よ
る
と
、
春
秋
に
時
服
を
賜
う
こ
と
も
規
定
さ
れ
て

い
る
。
妃
の
実
例
は
五
例
で
、
う
ち
四
例
は
令
制
ど
お
り
に
内
親
王
で
あ

る
が
、
嵯
峨
天
皇
の
時
に
臣
下
出
身
の
夫
人
か
ら
妃
に
昇
格
し
た
多
治
比

高
子
の
一
例
が
あ
る
。
ま
た
桓
武
天
皇
の
夫
人
藤
原
旅
子
が
薨
去
後
に
妃

を
贈
ら
れ
た
例
も
あ
る
。
し
か
し
平
安
時
代
前
期
の
醍
醐
天
皇
の
妃
為
子

内
親
王
の
薨
去
後
は
、
天
皇
の
妃
が
置
か
れ
た
例
は
な
い
。
な
お
天
皇
の

母
に
し
て
妃
位
に
あ
る
も
の
を
皇
太
妃
、
祖
母
に
し
て
妃
位
に
あ
る
も
の

を
太
皇
太
妃
と
い
う
が
、
藤
原
宮
跡
出
土
木
簡
に
皇
太
妃
宮
職
・
皇
太
妃

宮
舎
人
と
記
す
も
の
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
こ
の
皇
太
妃
は
、
文
武
天
皇
の

生
母
阿
閇
皇
女
（
皇
太
子
草
壁
皇
子
の
妃
、
の
ち
の
元
明
天
皇
）
を
指
し

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
妃
は
天
皇
の
妻
室
に
限
ら
ず
、
皇
太
子

（
東
宮
）
を
は
じ
め
皇
族
男
子
の
配
偶
者
の
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た

が
、
平
安
時
代
前
期
に
天
皇
の
妃
が
置
か
れ
な
く
な
っ
た
後
も
引
き
続
き

用
い
ら
れ
、
現
代
に
及
ん
で
い
る
。

右
は
、『
国
史
大
辞
典
（
４
）』

か
ら
の
引
用
で
、
執
筆
担
当
は
米
田
雄
介
氏
で
あ
る
。

本
論
で
は
、
冒
頭
の
①
「
後
宮
に
お
け
る
后
妃
の
地
位
の
一
つ
」、
次
文
か
ら

前
半
部
に
か
け
て
解
説
さ
れ
る
②
令
制
の
妃
と
、
最
後
の
「
ま
た
」
か
ら
解
説

さ
れ
る
③
皇
族
男
子
の
配
偶
者
の
汎
称
、
と
い
っ
た
具
合
に
、
三
義
に
わ
け
て
、

こ
の
後
は
検
討
し
て
み
た
い
。

　

ま
た
「
妃
」
の
文
字
の
使
わ
れ
方
と
、
読
み
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
文
字
を

持
た
な
か
っ
た
日
本
語
の
表
記
を
漢
字
で
行
う
営
み
が
上
代
よ
り
開
始
さ
れ
、

表
音
文
字
、
表
意
文
字
と
い
う
使
わ
れ
方
を
し
た
。「
妃
」
の
文
字
も
も
ち
ろ

ん
そ
う
で
、
表
音
文
字
「
ヒ
」、
い
わ
ゆ
る
万
葉
仮
名
と
し
て
『
日
本
書
紀
』

の
注
記
部
分
に
一
例
確
認
さ
れ
て
い
る
。「
ヒ
」
は
、
い
わ
ゆ
る
上
代
特
殊
仮

名
遣
に
含
ま
れ
る
音
で
、「
妃
」
は
ヒ
乙
類
と
さ
れ
る
（
５
）。

ち
な
み
に
そ
の
一
例

は
、「
多
妃
（
タ
ヒ
）」
で
、「
手
に
持
つ
照
明
用
の
火
、
た
い
ま
つ
」
の
意
で
、

「
手
火
」
で
あ
る
。
別
稿
に
て
論
じ
た
い
が
、「
日
（
ヒ
）」「
火
（
ヒ
）」
は
と

も
に
訓
仮
名
と
し
て
、『
万
葉
集
』
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。「
日
」
が
ヒ
甲
類
に
、

「
火
」
が
ヒ
乙
類
と
さ
れ
る
（
６
）。「

妃
」
と
「
火
」
は
同
じ
音
で
あ
り
、「
妃
」
の

文
字
は
「
火
」
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

仮
名
文
字
と
し
て
の
使
用
は
右
の
よ
う
に
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
表
意
文
字
と

し
て
の
使
用
は
『
日
本
書
紀
』
に
数
多
く
見
ら
れ
る
。
一
文
字
で
「
妃
」
の
場

合
、「
ミ
メ
」
と
読
ま
れ
、「
御
妻
」
の
意
で
「
高
貴
な
人
の
妻
」
を
指
す
。

「
皇
妃
」「
嬪
」「
庶
妃
」「
妃
妾
」
も
同
様
に
「
ミ
メ
」
と
読
ま
れ
て
い
る
。

「
正
妃
」
の
場
合
、「
ム
カ
ヒ
メ
」
と
読
ま
れ
、「
正
妻
・
本
妻
」
の
意
。「
太
子

妃
・
皇
太
子
妃
」
の
場
合
、「
ヒ
ツ
ギ
ノ
ミ
コ
ノ
ミ
メ
」
と
読
ま
れ
、「
寵
妃
」

は
「
メ
グ
ミ
タ
マ
フ
ミ
メ
」、「
妃
」
と
同
様
に
「
ミ
メ
」
と
読
ま
れ
て
い
る
（
７
）。

『
万
葉
集
』
で
は
、
一
例
、
巻
第
一
、
九
十
番
歌
の
左
注
の
中
に
「
妃
」
が
見

ら
れ
「
キ
サ
キ
」
と
読
ま
れ
て
い
る
（
８
）。
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次
に
令
制
の
「
妃
」
を
確
認
し
て
お
く
。
ま
ず
巻
第
二
、
後ご

く
う
し
き
ゐ
ん
り
や
う

宮
職
員
令
第
三

に
、

　
　

妃
二
員

　
　
　
　

右
四
品
以
上
。

　
　

夫
人
三
員

　
　
　
　

右
三
位
位
上
。

　
　

嬪
四
員

　
　
　
　

右
五
位
以
上
。

　

そ
し
て
巻
第
五
、
禄
令
第
十
五
に
、

　
　

�

凡
嬪
以
上
。
並
依
二
品
位
一。
給
二
封
禄
一。
其
春
夏
給
二
号
禄
一
者
。
妃
絁
廿

疋
。
糸
卌
絇
。
布
六
十
端
。
夫
人
絁
十
八
疋
。
糸
卅
六
絇
。
布
五
十
四
端
。

嬪
絁
十
二
疋
。
糸
廿
四
絇
。
布
卅
六
端
。

　
　

若
帯
レ
官
者
。
累
給
。
秋
冬
亦
如
レ
之
。
以
レ
綿
代
レ
糸
（
９
）。

と
あ
る
。
本
節
冒
頭
に
お
い
て
意
義
の
確
認
と
し
て
引
用
し
た
、「
令
制
に
お

い
て
は
皇
后
に
次
ぐ
天
皇
の
妻
室
。
定
員
は
二
人
、
四
品
以
上
に
叙
す
る
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
内
親
王
よ
り
選
定
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
」
の
解
説
は
、

右
の
令
文
の
「
妃
二
員　

右
四
品
以
上
」
を
も
と
に
、
品
階
（
一
〜
四
品
）
を

天
皇
か
ら
賜
れ
る
の
は
親
王
・
内
親
王
に
限
ら
れ
る
（
親
王
・
内
親
王
と
な
れ

て
も
無
品
の
場
合
も
あ
る
）
こ
と
に
よ
る
。「
ま
た
令
制
に
よ
る
と
、
品
位
に

応
じ
て
封
禄
を
賜
う
と
あ
り
、
春
秋
の
二
季
に
は
号
禄
を
賜
う
と
い
う
」
の
解

説
は
、
右
の
禄
令
に
よ
る
。
こ
こ
で
は
読
み
を
確
認
し
た
い
が
、
令
は
周
知
の

通
り
古
代
中
国
の
法
令
で
あ
り
、
そ
れ
を
も
と
に
日
本
で
も
編
纂
、
制
定
さ
れ

た
。
ゆ
え
に
、「
妃
」
は
「
ヒ
」、「
夫
人
」
は
「
ブ
ニ
ン
」、「
嬪
」
は
「
ヒ
ン
」

と
読
ま
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
漢
語
使
用
と
い
え
よ
う
。

　

日
本
の
法
令
は
、
天
智
天
皇
の
御
代
に
お
け
る
近
江
令
が
最
初
で
、
そ
の
後
、

天
武
天
皇
の
御
代
に
飛
鳥
浄
御
原
令
が
編
纂
さ
れ
た
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る
。

文
武
天
皇
の
御
代
に
、
唐
の
律
令
を
モ
デ
ル
と
し
て
大
宝
律
令
が
編
纂
、
完
成

（
七
〇
一
年
）
し
、
元
正
天
皇
の
御
代
に
は
養
老
律
令
の
制
定
（
七
一
八
年
）

に
い
た
る
。
律
は
刑
法
、
令
は
行
政
法
で
あ
り
、
こ
の
律
令
と
呼
ば
れ
る
法
典

を
統
治
の
基
本
と
し
た
国
家
体
制
を
、
律
令
体
制
と
呼
ぶ
。
右
の
引
用
本
文
は
、

養
老
律
令
を
収
録
し
た
日
本
思
想
大
系
新
装
版
『
律
令
』
か
ら
の
も
の
で
、
同

書
の
凡
例
で
は
「
後
宮
職
員
令
」
は
、
無
窮
会
蔵
『
令
集
解
』
よ
り
令
文
を
抽

出
し
て
い
る
、
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
こ
と
は
、
令
と
呼
ば
れ
る
法

典
が
天
智
天
皇
以
来
、
編
纂
さ
れ
た
ら
し
い
が
、
大
宝
律
令
以
前
の
令
が
、
ど

の
よ
う
な
内
容
か
は
全
く
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
七
世
紀
以
後
、
日
本
の
君
主
に
対
し
、
そ
れ
ま
で
の
「
大
王
・
大
君

（
オ
ホ
キ
ミ
）」
か
ら
「
天
皇
（
テ
ン
ワ
ウ
）」
が
公
式
称
号
と
し
て
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
さ
れ
る
。「
天
皇
」
に
は
「
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
」
な
ど
の

和
訓
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
音
読
「
テ
ン
ワ
ウ
」
が
い
つ
か
ら
用
い
ら
れ

て
い
る
か
は
不
明
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
現
在
の
テ
キ
ス
ト

で
は
校
注
者
に
よ
り
、
対
応
が
異
な
る
。
例
え
ば
『
万
葉
集
』
の
場
合
、
い
わ

ゆ
る
旧
全
集
と
呼
ば
れ
る
テ
キ
ス
ト
（
（1
（

中
で
「
天
皇
」
に
「
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
」
と

い
う
和
訓
を
用
い
る
の
に
、
新
全
集
の
テ
キ
ス
ト
（
（1
（

中
で
「
天
皇
」
は
「
テ
ン
ワ

ウ
」
と
し
て
い
る
。『
日
本
書
紀
』
の
場
合
、
巻
第
三
の
神
武
天
皇
紀
よ
り
冒

頭
に
、
国
風
諡
号
と
漢
風
諡
号
が
お
か
れ
て
い
る
が
、
国
風
諡
号
「
〜〜

天

皇
」
に
「
〜〜

ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
」
の
読
み
（
実
際
に
は
訓
み
下
し
文
の
ル
ビ
）、
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漢
風
諡
号
「
〜〜

天
皇
」
に
「
〜〜

テ
ン
ワ
ウ
」
の
読
み
（
同
前
）、
本
文
中

の
「
天
皇
」
に
「
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
」
の
読
み
（
同
前
）
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
漢
風
諡
号
は
『
日
本
書
紀
』
成
立
時
に
は
な
く
、
後
代
の
補
入
と
の
注
を

つ
け
る
。
こ
れ
は
旧
大
系
と
呼
ば
れ
る
テ
キ
ス
ト
（
（1
（

、
新
全
集
と
呼
ば
れ
る
テ
キ

ス
ト
（
（1
（

の
両
方
に
共
通
す
る
。『
古
事
記
』
の
場
合
、
太
安
万
侶
の
作
と
な
る
序

文
中
の
「
天
皇
」（
＝
天
武
天
皇
を
さ
す
）、
稗
田
阿
礼
が
誦
み
習
っ
た
と
さ
れ

る
本
文
中
の
「
天
皇
」、
ど
ち
ら
も
「
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
」
の
読
み
（
実
際
に
は

訓
み
下
し
文
の
ル
ビ
）
が
付
さ
れ
、
こ
の
読
み
の
運
用
は
旧
全
集
（
（1
（

、
新
全
集
（
（1
（

と

も
共
通
す
る
。

　
「
天
皇
」
の
２
文
字
を
ど
う
読
む
か
（
ど
う
呼
ぶ
か
）
は
、
そ
れ
ま
で
の
日

本
の
君
主
「
オ
ホ
キ
ミ
」
の
複
数
存
在
す
る
御
妻
の
中
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で
あ

る
「
ム
カ
ヒ
メ
」
へ
「
皇
后
」
の
２
文
字
を
あ
て
、
ど
う
読
ま
せ
る
か
に
直
結

す
る
。
当
然
、
そ
の
影
響
は
、
本
論
で
問
題
に
し
て
い
る
「
妃
」
に
も
及
ぶ
。

そ
こ
で
、
成
立
（
七
二
〇
年
）
か
ら
日
本
の
正
史
と
し
て
重
用
さ
れ
、
中
古
に

は
講
話
が
行
わ
れ
る
な
ど
し
て
読
み
継
が
れ
て
き
た
『
日
本
書
紀
』
の
天
皇
の

キ
サ
キ
た
ち
の
叙
述
を
確
認
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
巻
第
三
、
天
皇
初
代
と
さ
れ
る
神
武
天
皇
の
箇
所
か
ら
、

　
　

九
月
壬
午
朔
乙
巳
、
納
二
媛
蹈
韛
五
十
鈴
媛
命
一
以
為
二
正
妃
一。

　
　

�

辛
酉
年
春
正
月
庚
辰
朔
、
天
皇
即
二
帝
位
於
橿
原
宮
一。
是
歳
為
二
天
皇
元

年
一、
尊
二
正
妃
一
為
二
皇
后
一。�

（
①
、
巻
第
三
、
神
武
天
皇
、
二
三
二
頁
）

右
の
引
用
の
傍
線
箇
所
「
皇
后
」
は
、「
キ
サ
キ
」
と
読
ま
れ
て
い
る
。
他
の

傍
線
箇
所
の
読
み
は
す
で
に
示
し
て
い
る
。

　

次
に
巻
第
四
、
第
七
代
と
さ
れ
る
孝
霊
天
皇
の
箇
所
か
ら
、

　
　

�

元
年
春
正
月
壬
辰
朔
癸
卯
、
太
子
即
天
皇
位
。
尊
二
皇
后
一
曰
二
皇
太
后
一。

是
年
也
、
太
歳
辛
未
。

　
　

�

二
年
春
二
月
丙
辰
朔
丙
寅
、
立
二
細
媛
命
一
為
二
皇
后
一。
…
割
注
略
…
。
后

生
二
大
日
本
根
子
彦
国
牽
天
皇
一。
妃
倭
国
香
媛
…
割
注
、
後
略
…
。
亦
妃

絙
某
弟
生
二
彦
狭
嶋
命
・
稚
武
彦
命
一。

�

（
①
、
巻
第
四
、
孝
霊
天
皇
、
二
五
六
頁
）

右
の
引
用
の
傍
線
箇
所
「
皇
太
后
」
は
、「
オ
ホ
キ
サ
キ
」、「
后
」
は
「
キ
サ

キ
」
と
読
ま
れ
て
い
る
。
他
の
傍
線
箇
所
の
読
み
は
す
で
に
示
し
て
い
る
。

　

孝
霊
天
皇
の
引
用
に
見
ら
れ
る
前
代
の
天
皇
の
皇
后
を
皇
太
后
と
な
し
、
そ

の
後
、
皇
后
を
立
て
る
、
皇
后
所
生
の
皇
子
女
、
他
の
御
妻
た
ち
、
そ
の
御
妻

所
生
の
皇
子
女
、
と
い
う
叙
述
は
、
第
二
代
の
綏
靖
天
皇
か
ら
、
編
年
体
の
他

の
叙
述
の
中
に
あ
っ
て
、
歴
代
天
皇
の
叙
述
の
核
を
な
し
、
一
定
の
構
文
化
、

つ
ま
り
定
型
化
を
確
認
出
来
る
。「
妃
」
の
文
字
は
そ
の
中
に
あ
っ
て
、「
正

妃
」、「
妃
」
な
ど
と
用
い
ら
れ
、
神
代
に
は
神
の
御
妻
を
も
指
す
、
と
い
っ
た

具
合
に
広
汎
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

令
な
い
し
律
令
、『
古
事
記
』、『
日
本
書
紀
』
は
、
天
智
天
皇
も
し
く
は
天

武
天
皇
の
時
代
か
ら
編
纂
が
始
ま
り
、
八
世
紀
初
頭
に
完
成
、
成
立
し
て
い
る
。

ほ
ぼ
同
じ
時
期
、
同
じ
朝
廷
内
に
お
い
て
担
当
（
部
署
・
人
員
）
を
違
え
な
が

ら
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
日
本
の
歴
史
を
語
る
『
日
本
書

紀
』
に
お
い
て
「
妃
」
は
読
み
、
意
義
と
も
に
幅
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に

比
べ
、
令
で
は
皇
后
候
補
、
ま
た
は
皇
后
の
次
に
位
置
す
る
キ
サ
キ
と
い
う
限

定
的
な
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
。
先
に
引
用
し
た
『
国
史

大
辞
典
』
解
説
文
中
に
あ
る
藤
原
京
（
六
九
四
〜
七
一
〇
年
）
跡
出
土
木
簡
の
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「
皇
太
妃
宮
職
・
皇
太
妃
宮
舎
人
」
の
記
述
を
含
め
て
考
え
る
と
、
七
世
紀
か

ら
八
世
紀
に
か
け
て
、「
妃
」
は
『
日
本
書
紀
』
の
よ
う
な
広
汎
な
使
用
が
大

勢
を
占
め
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

中
古
、
つ
ま
り
平
安
時
代
に
入
る
頃
に
な
る
と
、
漢
詩
文
の
盛
行
期
を
迎
え

る
。
日
本
語
表
記
の
上
で
は
、
い
わ
ゆ
る
訓
点
本
に
見
ら
れ
る
中
国
語
の
語
順

に
漢
字
を
並
べ
、
語
順
を
示
す
返
り
点
を
入
れ
て
ゆ
く
変
体
漢
文
、
中
期
に
は

漢
文
訓
読
調
と
い
う
独
特
の
語
調
を
形
成
す
る
に
至
る
。
律
令
へ
の
理
解
は
す

す
み
、
公
文
書
の
作
成
や
『
日
本
書
紀
』
以
降
の
歴
史
書
の
編
纂
に
際
し
て
も
、

こ
う
し
た
日
本
語
表
記
の
運
用
が
連
動
す
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
語
順
は

中
国
語
と
な
っ
て
も
表
現
し
た
い
内
容
は
日
本
社
会
に
お
け
る
事
項
な
の
で
、

用
い
る
漢
字
に
対
す
る
日
本
語
と
の
す
り
あ
わ
せ
で
あ
る
。
中
国
か
ら
入
っ
て

く
る
経
典
や
漢
詩
文
を
中
国
語
の
発
音
で
読
め
る
こ
と
と
同
時
に
、
日
本
語
で

ど
う
い
う
意
味
で
、
ど
の
語
に
相
当
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
作
文
す
る
の
が

適
切
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
要
請
の
中
で
成
立
し
て
く
る

の
が
、
い
わ
ゆ
る
古
辞
書
、
日
本
人
の
手
に
な
る
辞
書
の
出
現
で
あ
る
。
漢
字

を
見
出
し
語
と
し
、
発
音
、
意
義
、
和
訓
を
示
し
た
り
、
声
点
に
よ
る
ア
ク
セ

ン
ト
を
示
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。
そ
の
最
初
の
も
の
で
十
世
紀
初
頭
頃
の
成
立

と
さ
れ
る
『
新
撰
字
鏡
』
か
ら
、「
妃
」
お
よ
び
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
他
の

漢
字
、
和
訓
な
ど
に
か
ん
す
る
箇
所
を
次
に
引
用
し
て
み
よ
う
。

　

巻
二
、
口
部
、
第
十
八
よ
り
、

　
　

后　

胡
口
反
。
君
也
。

　

巻
三
、
女
部
、
第
三
十
三
よ
り
、

　
　

妻　

正
七
奚
反
。
平
。
借
七
細
反
。
去
。

　
　

女　

正
挐
擧
反
。
上
。
如
也
。
借
女
據
反
。
去
。
妻
也
。

　
　

妃　

芳
非
反
。
平
。
王
之
妻
也
。
合
也
、
匹
也
、
對
也
、
婫
也
。

　
　

嫡　

�

适
字
同
。
主
嫡
也
。
嫡
正
也
。
丁
狄
反
。
君
也
、
主
也
。
牟
加
比
女
。

又
毛
止
豆
女
。

　
　

姬纪紀纪　

以
之
以
為
二
反
。
妃
也
。
支
佐
支
。

　
　

嬪　

苻
隣
反
。
九
嬪
、
一
曰
、
妻
婦
也
、
御
也
。
内
資
（
（1
（

。

と
あ
る
。
口
部
の
引
用
箇
所
の
参
考
文
献
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
女
部
は

『
小
學
篇
』
に
よ
る
。「
〜〜

反
」
は
通
常
、「
漢
字
二
文
字
＋
反
」
で
「
反
切
」

と
呼
ば
れ
る
発
音
（
漢
字
音
）
を
示
す
。
同
書
の
他
の
箇
所
を
参
照
す
る
と
、

「
〜〜

二
反
」
の
「
二
反
」
の
上
に
は
四
文
字
の
漢
字
が
あ
る
た
め
、「
フ
タ
ツ

ノ
カ
ヘ
シ
」
な
ど
と
読
み
、
発
音
が
二
音
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

「
正
〜〜

反
」、「
借
〜〜

反
」
は
、「
タ
ダ
シ
ク
ハ
〜〜

ノ
カ
ヘ
シ
」、「
カ
リ
テ

ハ
〜〜

ノ
カ
ヘ
シ
」
と
考
え
ら
れ
る
。「
平
」「
上
」「
去
」
は
、
い
わ
ゆ
る
四

声
（
引
用
箇
所
に
は
「
入
」
の
字
は
な
い
）
と
呼
ば
れ
、
ア
ク
セ
ン
ト
を
示
す
。

つ
ま
り
、
反
切
に
よ
り
導
き
出
さ
れ
た
漢
字
音
の
ど
こ
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け

て
発
音
す
る
か
を
示
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
「
妃
」
で
見
て
ゆ
く
と
、「
芳
非
反
」、「
芳
」
の
頭
子
音
は
「f

」

「
非
」
の
韻
は
「ei

」
と
な
る
た
め
、
漢
字
音
「
フ
ェ
ィ
（fei

）」
で
、
平
声
の

た
め
低
平
調
に
発
音
さ
れ
る
。
後
述
の
『
大
漢
和
辞
典
』
で
の
漢
字
音
（
一
）

ヒ
と
同
じ
で
あ
る
。
中
古
、
ハ
行
の
子
音
はf

音
で
あ
っ
た
か
ら
片
仮
名
で
表

記
す
れ
ば
「
ヒ
」。
先
述
の
令
制
の
「
妃
」
を
「
ヒ
」
と
読
む
根
拠
は
こ
こ
に

あ
る
。
続
く
「
王
之
妻
也
」
は
「
妃
」
の
意
義
を
示
す
。「
合
也
、
匹
也
、
對

也
、
婫
也
」
の
「
合
」「
匹
」「
對
」「
婫
」
は
同
義
語
。
い
ず
れ
も
「
妻
、
配
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偶
者
、
つ
れ
あ
い
」
と
い
っ
た
意
を
持
つ
よ
う
で
あ
る
。

　
「
姬纪紀纪
」
に
つ
い
て
も
見
て
ゆ
く
と
、「
以
之
」「
以
為
」
か
ら
導
か
れ
る
二
音

が
あ
り
、
意
義
は
「
妃
也
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
和
訓
「
支
佐
支
（
キ
サ
キ
）」。

こ
ち
ら
か
ら
、「
妃
」
＝
「
キ
サ
キ
」
＝
「
王
の
妻
」
＝
「
ヒ
」
と
い
う
つ
な

が
り
が
生
じ
る
。

　
『
大
漢
和
辞
典
』
の
「
妃
」
を
参
照
（
（1
（

す
る
と
、
漢
字
音
と
し
て
（
一
）
ヒ
、

（
二
）
イ
、（
三
）
ハ
イ
の
三
音
が
示
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
『
集
韻
』（
一

〇
三
九
、
な
い
し
一
〇
六
六
年
の
成
立
）
か
ら
で
あ
る
。『
集
韻
』
は
『
広
韻
』

（
古
代
中
国
の
宋
時
代
、
一
〇
〇
八
年
）
を
増
補
し
た
韻
書
で
あ
り
、
そ
の

『
広
韻
』
は
『
切
韻
』（
隋
時
代
、
六
〇
一
年
）
を
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
切
韻
』
は
『
新
撰
字
鏡
』
の
資
料
と
な
っ
て
い
る
。（
一
）
ヒ
は
「
芳
微
切
」

で
、
頭
子
音
が
「f

」
で
あ
る
た
め
、
実
際
に
発
音
す
る
と
「
フ
ェ
ィ
（fei

）」。

（
二
）
イ
は
「
盈
之
切
」
で
、
頭
子
音
が
「y

」
で
、
呉
音
、
漢
音
の
別
が
あ

る
た
め
「（
エ
）
イ
（yi

）」「（
ヨ
／
ヤ
）
イ
（yi

）」
と
な
ろ
う
か
。

　
『
大
漢
和
辞
典
』
か
ら
「
妃
」
の
意
義
も
確
認
し
て
お
こ
う
。

　
　
（
１
）
①
つ
ま
。
配
偶
者
。　

　
　
　
　

 

②�

き
さ
き
。
き
さ
い
。�（
イ
）
皇
后
の
次
に
位
す
る
嬪
御
。�

�

（
ロ
）
皇
太
子
の
嫡
室
。

　
　
　
　

 

③
つ
れ
あ
ひ
。
と
り
あ
は
せ
。

　
　
　
　

 

④
神
女
の
尊
称
。

　
　
　
　

 

⑤
或
は
婺肥玘
に
作
る
。

　
　
（
２
）
ひ
め
。
妾
。
姫
に
同
じ
。

　
　
（
３
）
①
つ
れ
あ
ふ
。
そ
ふ
。
通
じ
て
配
に
作
る
。

　
　
　
　

 

②
つ
れ
あ
ひ
（
１
）
の
③
に
同
じ
。

　
　
　
　

 

③
く
み
あ
は
す
。
く
み
あ
ふ
。

　
　
（
邦
）
皇
族
の
配
偶
者
（
（1
（

。

　

上
代
の
令
を
の
ぞ
く
『
日
本
書
紀
』
な
ど
の
「
妃
」
の
使
用
は
、
右
の

（
１
）
①
か
ら
④
に
な
る
か
と
考
え
ら
れ
る
。「
正
妃
」
を
「
ム
カ
ヒ
メ
」
と
訓

ま
せ
る
、
つ
ま
り
「
ム
カ
ヒ
メ
」
を
表
現
し
た
い
場
合
「
正
妃
」
と
記
す
な
ど

は
、「
妃
」
の
広
汎
な
使
用
例
と
い
え
る
。
一
方
、『
新
撰
字
鏡
』
で
は
、「
嫡
」

に
あ
る
和
訓
「
ム
カ
ヒ
メ
」
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
一
字
一
字
へ
、

「
妃
」
が
示
し
て
い
た
多
義
は
、
一
義
ず
つ
振
り
分
け
ら
れ
て
い
っ
た
と
い
え

よ
う
。

　
『
新
撰
字
鏡
』
は
、
僧
・
昌
住
に
よ
り
醍
醐
天
皇
の
御
代
に
編
纂
さ
れ
た
が
、

同
じ
醍
醐
天
皇
の
御
代
か
ら
編
纂
が
は
じ
め
ら
れ
、
奏
進
か
ら
施
行
ま
で
に
四

十
年
ほ
ど
の
時
間
を
要
し
た
の
が
『
延
喜
式
』（
以
下
、『
式
』
と
記
す
）
で
あ

る
。
施
行
は
村
上
天
皇
の
崩
御
後
ま
も
な
く
、
康
保
四
年
（
九
六
七
）
の
こ
と

で
あ
っ
た
。『
式
』
は
、
そ
の
前
に
編
纂
さ
れ
た
『
弘
仁
式
』『
貞
観
式
』
の
重

複
部
分
を
整
理
し
、
別
に
追
加
し
て
制
定
さ
れ
た
単
行
法
を
あ
わ
せ
た
法
典
と

さ
れ
る
。
巻
数
五
十
巻
、
条
数
は
約
三
三
〇
〇
条
、
そ
れ
が
現
在
ほ
ぼ
完
全
な

状
態
で
残
っ
て
い
る
。
式
と
は
、
令
の
施
行
細
則
、
つ
ま
り
令
で
定
め
ら
れ
た

こ
と
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
施
行
し
て
ゆ
く
か
を
示
し
た
も
の
、
と
さ
れ
る
。

　

右
の
よ
う
な
性
質
か
ら
、
律
・
令
・
格
・
式
の
四
書
は
本
来
、
同
時
期
に
編

纂
さ
れ
る
も
の
だ
が
、
日
本
の
場
合
、
律
令
が
先
に
編
纂
さ
れ
、（
格
）
式
の

編
纂
は
遅
れ
た
。
律
令
の
実
行
性
が
失
わ
れ
る
中
、
編
纂
さ
れ
た
と
い
え
る
が
、

『
式
』
は
そ
の
後
、
長
き
に
わ
た
り
貴
族
社
会
の
生
活
に
影
響
を
与
え
た
（
（1
（

。
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こ
の
『
式
』
の
中
で
、「
妃
」
に
か
ん
す
る
主
な
箇
所
を
確
認
し
て
み
る
。

ま
ず
、
巻
第
十
二
、
中
務
省
の
「
後
宮
時
服
」
の
一
部
を
引
用
す
る
。

　
　

�

妃
絹
六
十
疋
、
細
布
卌
端
、
曝
布
五
十
端
、〈
冬
加
二
綿
三
百
屯
一、〉　

夫

人
絹
五
十
五
疋
、
…
（
中
略
）
…
、
嬪
絹
卌
疋
、
…
（
中
略
）
…
、
女
御

絹
廿
疋
…
（
中
略
）、
前
件
時
服
、
夏
四
月
五
日
、
冬
十
月
五
日
、
内
侍

具
録
二
人
数
及
物
色
一
移
レ
省
、
省
造
二
解
文
一
申
レ
官
、

　

次
に
巻
第
十
三
、
中
宮
職
の
（
正
月
）
二
日
、「
同
日
受
女
官
朝
賀
」
の
一

部
を
引
用
す
る
。

　
　

�

先
レ
是
内
侍
令
三
所
司
鋪
レ
座
立
二
臺
盤
一、
女
御
以
上
先
著
座
、
次
尚
侍
以

下
四
位
以
上
、
次
内
外
命
婦
、〈
北
面
〉、
次
闈
司
、
引
二
六
位
以
下
一
北

面
列
座
、
昇
殿
者
留
著
座
、
不
二
昇
殿
一
者
退
出
、
饗
宴
訖
賜
レ
禄
〈
妃
白

褂
衣
一
襲
、
夫
人
、
内
親
王
各
白
褂
衣
一
領
、
三
位
以
上
六
幅
被
一
條
、

四
位
四
幅
被
一
條
、
五
位
衣
一
領
、
三
位
已
上
妻
四
幅
被
一
條
、
四
位
以

下
妻
衣
一
領
、〉　

女
孺
之
中
給
二
折
櫃
食
百
合
、
禄
調
綿
二
百
屯
一、〈
事

見
二
儀
式
一、〉

　

次
に
巻
第
五
十
雑
式
の
一
部
で
あ
る
。

　
　

�

凡
乗
二
輦
車
、
腰
輿
一
出
二
入
内
裏
一
者
、
妃
限
二
曹
司
一、
夫
人
及
内
親
王

限
二
温
明
、
後
涼
殿
後
一、
命
婦
三
位
限
二
兵
衛
陣
一、
但
嬪
、
女
御
及
孫
王

大
臣
嫡
妻
乗
輦
限
二
兵
衛
陣
一、
凡
乗
レ
車
出
二
入
宮
城
門
一
者
、
妃
已
下
大

臣
嫡
妻
已
上
限
二
宮
門
外
一、
四
位
已
下
及
内
侍
者
、
聴
レ
出
二
入
土
門
一、
但

不
レ
得
レ
至
二
陣
下
一、

　
　

�

凡
大
簦
聴
二
妃
已
下
三
位
已
上
、
及
大
臣
嫡
妻
一、
其
鳥
尾
扇
聴
二
四
位
及

参
議
已
上
嫡
妻
及
女
子
自
持
一、
不
レ
得
レ
令
二
人
執
一レ
翳
、

　

先
の
『
国
史
大
辞
典
』
解
説
文
中
の
「『
延
喜
式
』
に
よ
る
と
、
春
秋
に
時

服
を
賜
う
こ
と
も
規
定
」
は
、
最
初
に
引
用
し
た
巻
第
十
二
中
務
省
の
「
後
宮

時
服
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
同
巻
の
「
女
官
季
禄
条
」
に
あ
る
「
号
禄
」

で
は
「
号
」
が
妃
、
夫
人
、
嬪
を
指
し
、
こ
れ
ら
の
号
を
も
つ
者
に
対
す
る
禄

が
「
号
禄
」
と
い
う
わ
け
で
、
先
の
禄
令
で
も
見
ら
れ
た
。
右
記
の
「
女
官
季

禄
条
」
に
は
直
接
、「
妃
」
が
条
文
内
に
使
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た

め
、
引
用
は
行
わ
な
い
。
ま
た
他
に
、
巻
第
三
十
三
大
膳
下
、
巻
第
三
十
五
大

炊
寮
、
巻
第
三
十
八
掃
部
寮
、
巻
第
四
十
主
水
司
、
巻
第
四
十
一
弾
正
台
、
に

も
「
妃
」
な
ら
び
に
そ
の
待
遇
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
『
式
』
で
は
、
い
わ
ゆ
る
令
外
の
「
女
御
」「
更
衣
」
が
加
わ
る
点
に
注
意
し

た
い
。
妃
と
女
御
、
そ
し
て
更
衣
と
で
は
明
ら
か
に
差
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
の
点
は
増
田
繁
夫
氏
が
す
で
に
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
（
（2
（

。

三　

冷
泉
の
キ
サ
キ
た
ち

　

前
節
を
ふ
ま
え
、
本
節
で
は
昌
子
内
親
王
が
、
立
后
前
、
冷
泉
の
キ
サ
キ
と

し
て
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
を
検
討
し
て
み
た
い
。

第
一
節
の
（
注
２
）
の
拙
論
Ａ
に
お
い
て
、
皇
后
冊
立
前
の
昌
子
内
親
王
を

「
東
宮
妃
」
と
位
置
づ
け
な
が
ら
、
そ
の
生
涯
を
呼
称
に
注
目
し
つ
つ
概
観
し

た
。
拙
論
Ａ
で
は
、
昌
子
内
親
王
に
か
ん
す
る
先
行
研
究
と
し
て
、
河
村
政
久

氏
の
研
究
（
（2
（

も
参
考
に
し
た
。
河
村
氏
は
妃
、
夫
人
、
嬪
が
あ
く
ま
で
「
従

（
臣
）」
で
あ
る
の
に
対
し
、
皇
后
は
天
皇
と
同
様
、「
主
（
君
）」
で
、「
生
涯

を
皇
室
の
一
員
」
と
し
て
地
位
・
待
遇
が
与
え
ら
れ
る
、
と
強
調
す
る
。
そ
し

て
昌
子
内
親
王
の
立
后
を
、
彼
女
の
前
途
を
憂
え
た
村
上
天
皇
の
企
て
と
す
る
。
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こ
の
点
は
も
っ
と
も
で
、
拙
論
Ａ
も
こ
の
卓
見
に
導
か
れ
て
い
る
。
だ
が
河
村

論
も
や
は
り
立
后
前
の
昌
子
内
親
王
を
「
東
宮
妃
」
と
位
置
づ
け
る
。
恐
ら
く

論
考
中
に
、
立
后
前
の
昌
子
内
親
王
を
「
女
御
」
と
呼
ぶ
『
栄
花
物
語
』
を
参

考
資
料
に
加
え
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
氏
は
『
栄
花
物
語
』
に
誤

り
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
も
い
る
し
、
論
者
も
拙
論
Ａ
に
お
い
て
『
栄
花
物

語
』
の
昌
子
内
親
王
へ
の
「
女
御
」
称
を
『
栄
花
物
語
』
の
み
に
見
ら
れ
る
こ

と
を
指
摘
し
「
後
世
の
認
識
に
よ
る
呼
称
（
（2
（

」
と
考
察
対
象
か
ら
し
り
ぞ
け
た
。

　

で
は
、
昌
子
内
親
王
の
こ
と
を
伝
え
る
諸
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
「
東
宮
妃
」

の
語
が
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。「
東

宮
妃
」
の
「
妃
」
を
前
節
の
『
大
漢
和
辞
典
』（
１
）
①
つ
ま
、
配
偶
者
で
解

す
れ
ば
、「
女
御
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
東
宮
冷
泉
の
キ
サ
キ
の
一
人
、
と
扱

う
こ
と
が
出
来
る
。「
妃
」
を
（
１
）
②
き
さ
き
、
き
さ
い
で
解
し
て
、（
ロ
）

皇
太
子
の
嫡
室
で
解
す
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
令
外
の
制
の
「
女
御
・
更
衣
」
と
は

別
格
の
キ
サ
キ
と
扱
う
こ
と
が
出
来
る
。
つ
ま
り
現
在
の
研
究
者
が
便
宜
的
に

使
用
し
て
い
る
語
と
い
い
う
る
。
そ
こ
で
、
先
入
観
を
捨
て
、
前
節
同
様
に
、

テ
キ
ス
ト

─
特
に
古
記
録
・
史
料
を
中
心
と
し
た
そ
れ

─
に
出
て
く
る

「
妃
」
を
考
察
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
昌
子
内
親
王
と
時
代
が
近
い
為
子
内
親
王
の
例
で
あ
る
。

○
寛
平
九
年
（
八
九
七
）
七
月
二
十
五
日
条

　
　

以
二
無
品
為
子
内
親
王
一
叙
二
三
品
一。
為
レ
妃
。（『
日
本
紀
略
』）

○
昌
泰
二
年
（
八
九
九
）
三
月
十
四
日
条

　
　

妃
三
品
為
子
内
親
王
薨
。（『
日
本
紀
略
』）

○
昌
泰
二
年
（
八
九
九
）
三
月
二
十
一
日
条

　
　

贈
二
故
妃
為
子
内
親
王
一
品
一。（『
日
本
紀
略
』）　

　
『
日
本
紀
略
』（
以
下
、『
紀
略
』
と
記
す
）
は
、
三
十
四
巻
。
神
代
か
ら
後

一
条
天
皇
に
い
た
る
編
年
体
の
歴
史
書
で
あ
る
。
成
立
年
代
や
編
者
は
不
詳
。

『
日
本
書
紀
』
の
後
、『
続
日
本
紀
』『
日
本
後
紀
』『
続
日
本
後
紀
』『
日
本
文

徳
天
皇
実
録
』『
日
本
三
代
実
録
』
の
勅
撰
国
史
が
編
纂
さ
れ
た
が
、『
日
本
三

代
実
録
』
が
延
喜
元
年
（
九
〇
一
）
に
完
成
後
、
継
続
さ
れ
た
ら
し
い
国
史
の

編
纂
は
未
完
成
の
ま
ま
廃
絶
す
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
六
国
史
が
な
い
宇
多
天
皇

か
ら
後
一
条
天
皇
ま
で
の
様
子
を
知
る
上
で
の
基
本
資
料
と
し
て
高
い
価
値
を

認
め
ら
れ
て
い
る
。
同
時
期
の
内
容
は
『
新
国
史
』『
外
記
日
記
』
そ
の
他
か

ら
の
抄
出
で
あ
る
と
い
う
。『
新
国
史
』
は
、
宇
多
天
皇
以
降
、
醍
醐
天
皇
二

代
、
あ
る
い
は
そ
こ
に
朱
雀
天
皇
を
含
め
た
三
代
の
国
史
（
歴
史
書
）
の
仮
題

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

為
子
内
親
王
は
、
前
節
で
引
用
し
た
『
国
史
大
辞
典
』
の
解
説
文
中
に
、

「
平
安
時
代
前
期
の
醍
醐
天
皇
の
妃
為
子
内
親
王
の
薨
去
後
は
、
天
皇
の
妃
が

置
か
れ
た
例
は
な
い
」（
波
線
は
論
者
）
と
あ
り
、
最
後
の
妃
の
例
と
さ
れ
て

い
る
。
為
子
内
親
王
自
身
は
、
光
孝
天
皇
の
第
十
九
皇
女
で
、
母
は
班
子
女
王
。

夫
と
な
っ
た
醍
醐
天
皇
の
父
・
宇
多
天
皇
の
同
母
妹
で
あ
る
。
為
子
内
親
王
は
、

東
宮
で
あ
っ
た
醍
醐
天
皇
が
元
服
し
た
夜
に
参
内
（『
紀
略
』）、
婚
姻
関
係
を

結
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
添
ひ
伏
し
で
あ
る
。
こ
の
参
内
時
は
無
品

で
あ
っ
た
（
前
掲
書
）
が
、
醍
醐
が
天
皇
と
し
て
即
位
後
の
七
月
二
十
五
日
に

三
品
に
叙
さ
れ
、「
妃
」
と
な
る
。
非
常
に
明
白
な
、
令
制
に
則
っ
た
妃
と
い

え
よ
う
。
ま
た
『
古
事
類
苑
』
帝
王
部
の
妃
、
補
任
式
「
諸
官
符
案
」
に
「
太

政
官
符
」
と
し
て
、
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中
務
式
部
民
部
宮
内
等
省

　
　
　

三
品
為
子
内
親
王

　
　

�

右
大
納
言
正
三
位
兼
行
左
近
衛
大
将
藤
原
朝
臣
時
平
宣
、
奉
レ
勅
以
二
件

内
親
王
一
定
為
レ
妃
者
、
省
承
知
、
符
到
奉
行
、

　
　

藤
原
朝
臣
枝
良　

遣
唐
録
事
従
七
位
上
守
左
少
史

　
　
　

寛
平
九
年
七
月
廿
五
日
（
（2
（

、

と
「
妃
」
に
任
ず
る
公
文
書
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
、
令
制
の

「
妃
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。

　
『
紀
略
』
の
引
用
箇
所
に
話
を
戻
す
と
、
そ
の
前
後
に
は
、
御
代
替
わ
り
に

伴
う
人
事
異
動
と
も
い
え
る
変
化
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、「
皇
后
」「
皇
太
后
」

な
ど
も
見
え
る
。
故
に
、
和
訓
「
キ
サ
キ
」
で
「
妃
」
を
読
む
と
「
皇
后
」
と

の
混
乱
を
招
く
こ
と
に
な
ろ
う
か
ら
、「
ヒ
」
と
音
読
み
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

こ
と
も
間
違
い
な
か
ろ
う
。

　

ち
ょ
う
ど
引
用
部
分
の
出
来
事
を
、
後
に
、
藤
原
師
輔
が
村
上
天
皇
へ
立
太

子
の
先
例
を
紹
介
す
る
中
で
触
れ
て
い
る
。『
九
曆
』
逸
文
を
次
に
確
認
し
た

い
。

　
　

�

延
喜
天
皇
始
加
元
服
之
夜
、
東
院
后
御
女
妃
内
親
王
并
今
太
皇
太
后
共
欲

参
入
、
而
法
皇
承
母
后
之
命
、
被
停
中
宮
之
参
入
也
、
其
後
彼
妃
内
親
王

不
幾
而
依
産
而
薨
（
（2
（

、

右
の
内
容
は
、『
九
曆
』
を
も
の
し
た
師
輔
の
叔
父
に
あ
た
る
藤
原
時
平
が
氏

長
者
と
し
て
同
母
妹
の
穏
子
を
醍
醐
の
も
と
へ
参
入
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
歴
史
書
に
載
ら
な
い
裏
話
が
、
時
平
→
忠
平
→
師
輔
と
氏

長
者
間
で
継
承
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
注
意
し
た
い
の
は
、
こ
こ
で
為

子
内
親
王
が
、「
妃
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
彼
女
を
示
す
際
に
「
妃
内
親

王
」
と
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
読
み
は
恐
ら
く
、「
ヒ
ノ
ナ
イ
シ
ン
ワ
ウ
」
ま
た

は
「
ヒ
ノ
ヒ
メ
ミ
コ
」
で
あ
ろ
う
。
穏
子
を
指
し
て
「
今
太
皇
太
后
」、「
中

宮
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
妃
」
は
も
ち
ろ
ん
令
制
の
妃
で
あ
り
、
読

み
も
「
ヒ
」
で
あ
る
こ
と
は
、
先
の
『
紀
略
』
同
様
で
あ
る
。「
為
子
内
親
王
」

と
記
さ
ず
に
「
妃
内
親
王
」
と
あ
る
の
は
、
他
の
女
性
が
「
東
院
后
」、「
今
太

皇
太
后
」「
中
宮
」
と
示
さ
れ
る
の
と
同
様
で
あ
り
、
為
子
内
親
王
が
「
妃
」

の
ま
ま
薨
去
し
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
よ
う
。

　

次
に
、
右
に
見
た
為
子
内
親
王
、
こ
の
次
に
見
る
昌
子
内
親
王
と
同
じ
『
紀

略
』
に
妃
と
な
っ
た
記
事
が
あ
る
、
髙
津
内
親
王
の
該
当
記
事
を
確
認
す
る
。

○
大
同
四
年
（
八
〇
九
）
六
月
十
三
日
条

　
　

�

無
品
髙
津
内
親
王
授
二
三
品
一。
是
日
。
立
二
髙
津
内
親
王
一
為
レ
妃
。
橘
朝

臣
嘉
智
子
。
多
治
比
眞
人
高
子
為
二
夫
人
一。

　

髙
津
内
親
王
は
、
桓
武
天
皇
の
皇
女
で
、
母
は
坂
上
大
宿
禰
全
子
。
や
は
り

『
紀
略
』
の
延
暦
二
十
年
（
八
〇
一
）
十
一
月
九
日
条
に
加
笄
（
成
人
式
）
の

記
事
が
あ
る
た
め
、
こ
の
後
、
異
母
兄
の
嵯
峨
天
皇
の
即
位
ま
で
に
婚
姻
関
係

を
結
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
、
大
同
四
年
四
月
の
即
位
後
、
六
月
に
三
品
に
叙

さ
れ
、
同
日
に
妃
と
な
っ
て
い
る
。
右
の
引
用
部
分
は
、『
日
本
後
紀
』
巻
第

十
八
か
ら
の
抄
出
と
さ
れ
て
い
る
。

　

で
は
、
昌
子
内
親
王
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

○
応
和
三
年
（
九
六
三
）
二
月
廿
八
日
条

　
　

�

於
紫
震
殿
有
皇
太
子
元
服
（
十
四
）。
…
（
中
略
）
…
。
今
夜
。
太
子
納
二

故
朱
雀
院
皇
女
三
品
昌
子
内
親
王
一
為
レ
妃
。
母
先
坊
保
明
親
王
之
女
也
。
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�

（『
紀
略
』）

引
用
か
ら
は
東
宮
・
憲
平
が
元
服
の
夜
、
添
ひ
伏
し
と
し
て
昌
子
内
親
王
が
キ

サ
キ
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
動
詞
「
納
（
イ
レ
テ
）」、「
為
（
ナ
ス
／
ナ

シ
キ
）」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
今
夜
、
太
子
（
憲
平
）
が
故
朱
雀
院
の
皇
女

で
あ
り
三
品
昌
子
内
親
王
を
（
宮
中
に
）
召
し
入
れ
て
、
妃
と
な
さ
れ
た
、

（
昌
子
内
親
王
の
）
母
は
、
先
の
東
宮
で
あ
っ
た
保
明
親
王
の
娘
で
あ
る
、
と

解
せ
る
。
同
様
の
記
述
は
『
村
上
天
皇
御
記
』（
以
下
『
村
記
』
と
記
す
）
に

も
見
ら
れ
る
。

　
　

今
夜
三
品
昌
子
内
親
王
适
皇
太
子
（
（2
（

、

『
村
記
』
も
散
逸
し
て
お
り
、
こ
の
箇
所
は
『
東
宮
御
元
服
記
』
に
残
さ
れ
た

逸
文
と
さ
れ
、
東
宮
・
憲
平
の
元
服
の
儀
に
か
ん
す
る
詳
細
な
記
述
の
最
後
に

相
当
す
る
。
そ
の
状
態
を
鑑
み
れ
ば
、
昌
子
内
親
王
に
つ
い
て
の
記
述
も
も
う

少
し
続
い
た
か
と
思
わ
れ
る
が
残
っ
て
い
な
い
。
こ
こ
に
は
、「
妃
」
の
字
は

な
い
。
そ
し
て
動
詞
「
适
（
カ
ナ
フ
／
ア
ハ
セ
ル
）」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

第
二
節
に
引
用
し
た
が
『
新
撰
字
鏡
』
の
「
嫡
」
に
「
适
字
同
」
と
あ
り
、

「
ム
カ
ヒ
メ
」「
モ
ト
ツ
メ
」
の
名
詞
の
和
訓
が
確
認
で
き
る
。「
辶
部
」
に
も

「
适
」
が
立
項
さ
れ
て
い
る
が
、
意
義
に
「
嫁
謂
也
」
な
ど
が
見
ら
れ
る
も
の

の
、「
适
」
の
動
詞
の
和
訓
は
同
書
に
は
見
ら
れ
な
い
。
両
方
の
見
出
し
文
字

に
続
く
部
分
を
参
照
し
、「
适
」
に
「
嫁
ぐ
」
意
が
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ

れ
ば
、
今
夜
、
皇
太
子
（
憲
平
）
に
三
品
昌
子
内
親
王
が
（
嫡む

か

妻ひ
め

と
し
て
）
嫁

い
だ
、
と
解
せ
る
。

　

昌
子
内
親
王
が
東
宮
の
元
服
の
夜
に
、
添
ひ
伏
し
と
な
る
点
は
為
子
内
親
王

の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
違
い
は
、
昌
子
内
親
王
は
こ
れ
よ
り
一
年
以
上
前
、

自
身
の
成
人
式
で
あ
る
初
笄
の
際
に
三
品
に
叙
さ
れ
た
こ
と
、
東
宮
・
憲
平
の

も
と
に
参
入
し
た
夜
に
「
妃
」
と
な
る
点
で
あ
ろ
う
。

　

問
題
は
『
紀
略
』
に
見
ら
れ
、
昌
子
内
親
王
に
用
い
ら
れ
る
「
妃
」
が
、
東

宮
の
キ
サ
キ
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
令
制
の
妃
の
意
か
、

と
い
う
点
で
あ
る
。『
紀
略
』
が
抄
出
本
文
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
、
と
考
え

る
と
、
髙
津
内
親
王
の
記
述
は
『
日
本
後
紀
』
に
よ
っ
て
お
り
、
為
子
内
親
王

の
記
述
は
『
新
国
史
』
の
可
能
性
が
高
く
、
昌
子
内
親
王
の
記
述
は
、『
新
国

史
』
で
扱
わ
れ
た
時
期
以
降
、
村
上
天
皇
御
代
の
こ
と
で
あ
る
た
め
、
別
の
古

記
録
・
史
料
類
が
参
考
に
な
っ
て
い
よ
う
。

　

し
か
し
、
抄
出
元
の
文
献
が
異
な
ろ
う
と
、
編
年
体
で
国
史
を
ま
と
め
る

『
日
本
紀
略
』
に
お
い
て
、
同
じ
「
妃
」
の
字
を
持
っ
て
表
さ
れ
る
女
性
の
立

場
が
、
一
方
で
は
令
制
の
妃
、
も
う
一
方
で
は
東
宮
の
キ
サ
キ
、
と
い
う
こ
と

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
三
名
の
内
親
王
の
『
紀
略
』
の
記
事
は
、
他
の
女
官
や

男
性
官
人
の
補
任
記
事
と
同
様
、
律
令
に
あ
る
「
妃
」
へ
任
じ
ら
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

昌
子
内
親
王
は
、
応
和
元
年
（
九
六
一
）
十
二
月
十
七
日
、
新
造
内
裏
、
承

香
殿
に
て
初
笄
（
成
人
式
）
が
あ
り
、
三
品
へ
叙
さ
れ
た
（『
紀
略
』『
村
記
』）。

後
見
人
は
叔
父
で
あ
る
村
上
天
皇
で
、
屏
風
制
作
も
行
わ
れ
各
私
家
集
に
屏
風

歌
も
残
る
盛
儀
で
あ
っ
た
か
ら
、
三
品
内
親
王
と
し
て
二
百
戸
の
食
封
を
賜
う

と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
無
品
の
場
合
（
男
女
と
も
二
百
戸
）
と
同
じ

で
、
食
封
支
給
の
面
で
は
据
え
置
き
と
な
る
。
妃
と
な
る
と
半
減
措
置
が
な
く

な
る
た
め
、
四
百
戸
へ
引
き
上
げ
と
な
る
。
お
そ
ら
く
そ
う
し
た
待
遇
措
置
が

き
ち
ん
と
と
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
太
子
納
…
為
レ
妃
」
と
、「
為
二
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太
子
妃
一
」
と
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
昌
子
内
親
王
は
東
宮
の
も
と

で
令
制
の
「
妃
（
ヒ
）」
に
な
っ
た
と
い
え
ま
い
か
。

○
康
保
元
年
（
九
六
四
）
十
月
十
九
日
条

　
　

皇
太
子
更
衣
於
二
一
條
第
一
有
二
産
事
一。（
女
子
）。（『
紀
略
』）

右
の
「
更
衣
」
は
、
藤
原
懐
子
（
父
は
藤
原
伊
尹
）
の
こ
と
で
、
こ
の
時
、
生

ま
れ
た
皇
女
は
、
宗
子
。
元
服
後
ま
も
な
い
頃
か
ら
、
東
宮
・
憲
平
の
も
と
に

は
昌
子
内
親
王
だ
け
で
な
く
、
懐
子
も
キ
サ
キ
と
し
て
参
上
し
て
お
り
、
そ
の

地
位
は
「
更
衣
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
更
衣
は
女
御
と
同
じ
く
令
外
の

制
に
お
け
る
キ
サ
キ
の
身
分
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
令
の
「
後
宮
職
員
令
」

の
後
宮
と
は
、
天
皇
の
後
宮
で
あ
る
か
ら
、「
皇
太
子
」
を
冠
し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。
東
宮
の
父
・
村
上
天
皇
の
更
衣
と
紛
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
記
述
上

の
配
慮
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
同
時
に
、
村
上
天
皇
の
後
宮
と
同
様
、
東
宮
の
後

宮
と
お
ぼ
し
き
も
の
も
元
服
後
か
ら
形
成
さ
れ
て
お
り
、
東
宮
の
キ
サ
キ
達
は

臣
と
し
て
妃
以
下
、
更
衣
ま
で
、
や
は
り
後
宮
職
員
令
な
ら
び
に
令
外
の
制
に

よ
る
位
置
づ
け
と
相
応
の
待
遇
が
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

河
内
祥
輔
氏
に
よ
れ
ば
、『
日
本
書
紀
』
に
見
ら
れ
る
天
皇
の
特
徴
と
し
て

（
一
）�

天
皇
や
皇
太
子
は
成
人
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
資
格
さ
れ
た
ら
し
い
。（
以

下
略
）

（
二
）�

天
皇
は
そ
の
死
亡
に
い
た
る
ま
で
在
位
す
る
。
す
な
わ
ち
譲
位
と
い
う

行
為
が
な
い
。（
以
下
略
）

（
三
）�

天
皇
は
皇
女
、
或
い
は
皇
族
の
女
性
を
妻
に
も
つ
例
が
き
わ
め
て
多
い
。

彼
女
等
は
『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
「
皇
后
」
と
さ
れ
て
い
る
。（
以
下

略
（
（2
（

）

を
挙
げ
る
。
皇
太
子
が
成
人
し
て
い
る
こ
と
が
通
例
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
成

人
ま
も
な
く
か
ら
妻
を
複
数
人
も
つ
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
上
代
（
古
代
日
本

社
会
）
に
お
い
て
、
後
宮
云
々
が
制
度
と
し
て
入
る
前
か
ら
、
王
位
継
承
者
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
は
、
大
王
と
同
様
、
キ
サ
キ
が
複
数
人
あ
り
、
天
皇
に
た
い
す
る

後
宮
制
度
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
と
同
様
の
も
の
を
形
成
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

ま
た
虎
尾
俊
哉
氏
に
、「
皇
太
子
の
宮
殿
は
い
わ
ば
小
型
の
宮
廷
で
あ
る
」

と
の
指
摘
が
あ
る
（
（2
（

。『
令
』
の
段
階
で
は
、
規
模
は
小
さ
い
も
の
の
、
春
宮
坊

が
宮
司
と
し
て
あ
り
、
春
宮
の
宮
殿
に
は
、
宮
廷
の
主
要
部
局
の
小
部
局
が
付

属
し
て
い
た
。
そ
れ
が
『
延
喜
式
』
の
段
階
で
は
、
主
膳
監
と
主
殿
署
の
ふ
た

つ
が
確
認
で
き
る
の
み
、
と
い
う
。
理
想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
見
る
よ
う
な

気
も
す
る
が
、『
延
喜
式
』
が
編
纂
さ
れ
た
醍
醐
天
皇
か
ら
村
上
天
皇
の
御
代
、

つ
ま
り
延
喜
天
暦
の
治
に
お
い
て
律
令
政
治
は
終
末
期
を
迎
え
て
お
り
、
か
つ

「
律
令
政
治
の
振
興
に
最
後
の
努
力
が
払
わ
れ
た
（
（2
（

」
と
の
指
摘
を
踏
ま
え
れ
ば
、

同
時
期
に
は
『
式
』
の
内
容
こ
そ
が
理
想
で
、
現
実
は
も
っ
と
忸
怩
た
る
も
の

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

当
然
、
出
来
る
こ
と
、
出
来
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、『
延
喜
式
』

と
い
う
テ
キ
ス
ト
上
に
理
想
を
か
か
げ
た
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
も

あ
ろ
う
。
な
ら
ば
せ
め
て
氏
族
出
身
の
女
御
、
更
衣
を
は
る
か
に
し
の
ぐ
、
四

品
以
上
の
内
親
王
の
妃
を
配
し
て
後
宮
を
整
え
る
。
そ
の
妃
が
皇
后
と
な
る
こ

と
を
確
実
に
す
る
こ
と
で
東
宮
・
憲
平
の
天
皇
と
し
て
の
正
統
性
を
補
完
し
、

妃
と
な
っ
た
昌
子
内
親
王
の
そ
の
後
の
人
生
を
保
障
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
村

上
天
皇
は
考
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
加
え
て
こ
の
時
、
未
だ
『
式
』
は
施
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行
に
は
至
ら
な
い
の
で
あ
る
。

○
康
保
四
年
（
九
六
七
）
八
月
四
日
条

　
　

以
二
皇
女
宗
子
一
為
二
内
親
王
一。（『
紀
略
』）

○
同
年　

九
月
四
日
条

　
　

�

以
二
三
品
昌
子
内
親
王
一
為
二
皇
后
一。
故
朱
雀
院
皇
女
。
即
有
二
宮
司
除
目
一。

以
二
第
二
皇
女
尊
子
一
為
二
内
親
王
一。
以
二
藤
原
懐
子
一
為
二
女
御
一。（『
紀

略
』）

○
同
年　

九
月
二
十
三
日
条

　
　

宛
二
中
宮
御
封
千
五
百
戸
。
東
宮
封
千
戸
一。（『
紀
略
』）

○
同
年　

十
月
十
一
日
条

　
　

天
皇
於
二
紫
宸
殿
一
即
位
。（『
紀
略
』）

　

康
保
四
年
五
月
に
、
村
上
天
皇
が
崩
御
し
、
東
宮
・
憲
平
が
践
祚
し
た
（『
紀

略
』）。
憲
平
の
天
皇
即
位
前
に
、
昌
子
内
親
王
が
皇
后
位
に
つ
い
た
こ
と
に
か

ん
し
て
、
村
上
天
皇
の
遺
志
が
働
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
拙
論
Ａ
に
お

い
て
す
で
に
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

右
の
記
述
は
、
憲
平
が
天
皇
に
な
る
の
に
と
も
な
い
、
昌
子
内
親
王
が
皇
后
、

皇
女
２
人
が
内
親
王
、
藤
原
懐
子
が
女
御
へ
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
ま
た
、
懐
子
が
宗
子
に
続
き
、
第
二
皇
女
・
尊
子
を
出
産
し
て
い
た

こ
と
も
把
握
で
き
る
。
夫
の
即
位
に
伴
い
、
妻
子
の
ス
ラ
イ
ド
的
な
転
上
人
事

が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
の
東
宮
・
憲
平
の
後
宮
が
天
皇
の
そ
れ
と
変
わ

ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

　

先
に
「
昌
子
内
親
王
の
こ
と
を
伝
え
る
諸
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
「
東
宮
妃
」

の
語
が
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
」
と
し

た
が
、『
権
記
』
の
例
を
あ
げ
て
お
く
。

○
長
保
元
年
（
九
九
九
）
十
二
月
五
日
条

　
　

�

去
一
日
太
皇
太
后
昌
子
内
親
王
崩
、
于
時
春
秋
五
十
、
后
前
朱
雀
院
太
上

皇
女
、
母
女
御
従
三
位
煕
子
女
王
也
、
康（

　
応
　
和
　
 
三
　
）

保
（　

）
年
為
東
宮
妃
、
太
子

登
極
之
時
、
立
為
皇
后
、
于
時
年
十
八
、
在
位
卅
三
年
、
深
信
仏
法
、
有

后
妃
之
徳
、
臨
終
住
正
念
、
面
向
西
方
云
（々
（2
（

　

右
は
、
昌
子
内
親
王
の
崩
御
後
、
ま
も
な
く
に
記
さ
れ
た
、
同
書
著
者
・
藤

原
行
成
に
よ
る
昌
子
内
親
王
の
略
記
で
あ
る
。
大
臣
に
見
ら
れ
る
薨
卒
伝
の
ご

と
く
彼
女
の
人
生
を
総
括
し
た
も
の
で
あ
り
、
倉
本
一
宏
氏
に
よ
る
同
書
現
代

語
訳
で
は
「
東
宮
妃
」
を
「
東と

う

宮ぐ
う

の
妃ひ

」
と
訳
出
し
て
い
る
（
（3
（

。
あ
く
ま
で
現
代

語
訳
で
あ
り
、
訓
み
下
し
で
は
な
い
が
、「
東
宮
妃
（
ト
ウ
グ
ウ
ヒ
）」
と
は
読

ん
で
い
な
い
。

　

倉
本
氏
の
見
解
は
お
き
、
拙
論
Ａ
お
よ
び
拙
論
Ｂ
で
は
、『
権
記
』
内
に
お

い
て
昌
子
内
親
王
を
ど
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
か
、
す
で
に
確
認
を
し
て
い
る
。

詳
細
は
そ
の
論
考
を
参
照
し
て
ほ
し
い
が
、
右
の
引
用
部
を
改
め
て
考
え
る
に
、

「
后
前
朱
雀
院
太
上
皇
女
」、「
立
為
皇
后
、
于
時
年
十
八
、
在
位
卅
三
年
」
か

ら
「
后
」
は
「
キ
サ
キ
」
と
読
み
、
昌
子
内
親
王
本
人
を
指
し
て
い
る
。「
皇

后
」
は
、「
皇
后
」「
皇
太
后
」「
太
皇
太
后
」
の
い
わ
ゆ
る
「
三
后
」
を
指
し

て
い
る
。
読
み
は
「
キ
サ
キ
」
と
「
ワ
ウ
ゴ
ウ
」
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。

「
有
后
妃
之
徳
」
の
「
后
妃
」
は
「
コ
ウ
ヒ
」
と
読
み
、
広
く
天
皇
・
東
宮
の

キ
サ
キ
を
指
し
て
い
よ
う
。

　

右
の
「
皇
后
」
の
用
例
は
、
同
書
、
長
保
二
年
正
月
二
十
八
日
条
の
「
此
事

去
冬
之
末
、
太（

昌
子
内
親
王
）

后
崩
給
以
来
、
度
〻
催
奏
其
旨
、
當
時
所
坐
藤
氏
皇
后
東
三
条
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院
・
皇（

藤
原
遵
子
）

后
宮
・
中

（
藤
原
定
子
）

宮
、
皆
依
出
家
（
（3
（

」
と
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
。「
太
后
崩
給
」

は
「
オ
ホ
キ
サ
キ
」
と
読
み
、
昌
子
内
親
王
を
指
し
て
い
る
。
右
の
引
用
部
分

に
続
き
、
行
成
は
藤
原
彰
子
が
皇
后
と
な
る
論
理
を
展
開
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ

る
一
帝
二
后
の
論
理
と
い
え
よ
う
が
、
今
、
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
余
裕
は
無

い
た
め
、「
妃
」
が
用
い
ら
れ
る
箇
所
を
示
す
と
、「
我
朝
神
國
也
、
以
神
事
可

為
先
、
中
宮
雖
為
正
妃
、
已
被
出
家
入
道
、
隨
不
勤
神
事
、
以
有
殊
私
之
恩
、

無
止
職
號
、
全
納
封
戸
也
、
重
立
妃
為
后
、
令
掌
氏
祭
可
宜
歟
」
で
あ
る
。

　

先
に
引
用
し
た
昌
子
内
親
王
の
略
歴
か
ら
、
こ
こ
へ
の
叙
述
は
行
成
の
キ
サ

キ
観
と
い
っ
た
も
の
が
色
濃
く
出
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
昌
子
内
親
王
の
略

歴
の
「
皇
后
」
に
つ
い
て
２
種
の
読
み
を
示
し
た
が
、「
東
宮
妃
」
に
つ
い
て

も
「
ト
ウ
グ
ウ
ヒ
」「
ト
ウ
グ
ウ
ノ
ヒ
」「
ト
ウ
グ
ウ
ノ
ミ
メ
」「
ヒ
ツ
ギ
ノ
ミ

コ
ノ
ミ
メ
」「
ミ
コ
ノ
ミ
ヤ
ノ
ミ
メ
」「
ミ
コ
ノ
ミ
ヤ
ノ
ヒ
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
、

今
現
在
、
こ
れ
と
絞
り
込
む
た
め
の
材
料
に
欠
け
る
。「
正
妃
」
も
「
セ
イ
ヒ
」

「
ム
カ
ヒ
メ
」、「
妃
」
は
「
ヒ
」「
ミ
メ
」、
が
考
え
ら
れ
る
。「
妃
」
が
「
ヒ
」

の
場
合
、
続
く
「
后
」
が
「
コ
ウ
」
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

増
田
繁
夫
氏
は
、『
源
氏
物
語
』
の
藤
壺
が
、
中
宮
に
な
る
前
の
身
分
が
令

制
の
〈
妃
〉
か
考
察
す
る
中
で
、
歴
代
の
「
妃
」
と
考
え
ら
れ
る
人
物
、
も
ち

ろ
ん
為
子
内
親
王
を
含
み
、
昌
子
内
親
王
、
尊
子
内
親
王
の
地
位
に
つ
い
て
考

察
し
て
い
る
（
（3
（

。
昌
子
内
親
王
に
つ
い
て
は
、
先
の
『
権
記
』
の
略
記
部
分
な
ど

を
引
用
し
、「
そ
の
立
后
ま
で
の
身
分
は
〈
妃
〉
で
も
女
御
で
も
な
い
曖
昧
な

も
の
で
あ
っ
た
と
す
べ
き
（
（3
（

」
と
す
る
。
古
記
録
・
史
料
へ
の
考
え
が
論
者
と
異

な
る
こ
と
に
加
え
、
同
じ
テ
キ
ス
ト
内
の
キ
サ
キ
関
連
の
表
現
と
比
較
し
、
読

み
を
考
察
す
る
こ
と
な
く
「
妃
」「
正
妃
」
な
ど
は
す
べ
て
「
ヒ
」「
セ
イ
ヒ
」

と
音
読
み
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

何
よ
り
、
長
大
に
な
る
た
め
引
用
は
し
な
か
っ
た
が
『
式
』
巻
第
三
十
三
、

大
膳
下
の
「
親
王
以
下
月
料
」
で
、
親
王
以
下
、
内
親
王
、
賀
茂
齋
内
親
王
、

妃
、
夫
人
、
女
御
、
な
ど
細
か
く
月
々
の
支
給
物
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
も
の
は
、『
式
』
編
纂
以
前
か
ら
、『
弘
仁
式
』『
貞
観
式
』
の
重
複
部
分

あ
る
い
は
単
行
法
と
し
て
存
在
し
、
内
容
や
数
字
を
調
整
し
な
が
ら
、
代
々
の

天
皇
の
治
世
に
お
い
て
運
用
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
昌
子
内
親
王
が
令
制

の
妃
で
も
、
女
御
で
も
な
い
、
曖
昧
な
身
分
と
い
う
の
は
、
こ
う
し
た
待
遇
も

曖
昧
に
処
理
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
考
え
に
く
く
、
あ

り
得
な
い
。
月
料
は
、
女
官
に
も
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
の
女
孺
に
も
支

給
が
あ
る
が
、
東
宮
の
キ
サ
キ
た
ち
と
お
ぼ
し
き
女
性
の
名
称
、
待
遇
が
別
立

て
で
記
さ
れ
て
は
い
な
い
。
つ
ま
り
本
論
に
お
い
て
、
行
成
が
記
し
た
「
東
宮

妃
」
の
読
み
を
特
定
で
き
な
い
も
の
の
、
こ
れ
を
も
っ
て
、「
曖
昧
」
と
は
決

し
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

四　

お
わ
り
に

　

結
論
に
入
る
前
に
、
第
二
、
第
三
節
に
ま
た
が
る
追
加
事
項
を
確
認
し
て
お

き
た
い
。『
国
史
大
辞
典
』
の
解
説
文
に
は
、「
妃
の
実
例
は
五
例
」
と
あ
る
。

内
親
王
は
四
人
と
さ
れ
、
う
ち
一
人
は
解
説
文
中
に
名
前
が
挙
が
る
為
子
内
親

王
、
も
う
一
人
は
第
三
節
で
と
り
あ
げ
た
髙
津
内
親
王
と
考
え
ら
れ
る
。
ほ
か

の
二
人
だ
が
、
朝
原
内
親
王
と
大
宅
内
親
王
で
あ
ろ
う
。
二
人
は
と
も
に
桓
武

天
皇
の
皇
女
で
、
異
母
姉
妹
。
と
も
に
異
母
兄
の
平
城
天
皇
の
も
と
へ
入
内
し

「
妃
」
と
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。「
ら
し
い
」
と
は
、『
日
本
後
紀
』
に
「
妃
」
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を
辞
職
し
、
許
さ
れ
て
い
る
記
事
が
残
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

○
弘
仁
三
年
（
八
一
二
）
五
月
十
六
日
条

　
　

妃
二
品
朝
原
内
親
王
辞
職
許
之

○
弘
仁
三
年
（
八
一
二
）
五
月
廿
六
日
条

　
　

妃
四
品
大
宅
内
親
王
辞
職
許
之

　

ま
た
、
解
説
文
中
に
「
臣
下
出
身
の
夫
人
か
ら
妃
に
昇
格
し
た
多
治
比
高
子

の
一
例
」
と
名
前
が
挙
が
る
多
治
比
眞
人
高
子
の
該
当
記
事
も
『
日
本
後
紀
』

弘
仁
六
年
（
八
一
五
）
七
月
十
三
日
条
に
あ
る
。
第
三
節
で
引
用
し
た
髙
津
内

親
王
の
記
事
も
、『
日
本
後
紀
』
か
ら
の
抄
出
で
あ
る
か
ら
、『
日
本
書
紀
』
の

後
、『
続
日
本
紀
』
は
（
論
者
が
確
認
で
き
て
い
な
い
の
で
）
お
く
と
し
て
、

『
日
本
後
紀
』
で
は
「
妃
」
を
令
制
の
妃
と
し
て
「
ヒ
」
と
音
読
み
し
、
使
用

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
、「
妃
」
を
「
ミ
メ
」
と
読
ん
で
、
広
く

キ
サ
キ
達
を
指
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、「
妃
」
の
一
文
字
を
一
語
と
し
て

「
ヒ
」
と
読
み
、
令
制
の
妃
を
指
し
て
い
る
の
が
管
見
で
は
『
日
本
後
紀
』
で

あ
り
、『
紀
略
』
へ
も
そ
れ
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。『
令
』
は
無
論
の

こ
と
、『
式
』『
日
本
後
紀
』『
紀
略
』
の
「
妃
」
の
語
は
、
令
制
の
「
妃
」
を

表
し
、
読
み
も
「
ヒ
」
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
拙
論
に
お
い
て
、
昌
子
内
親
王
の
立
后
前
の
位
置
づ
け
を
「
東

宮
妃
」
と
い
う
曖
昧
な
も
の
に
し
考
察
を
行
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
反
省
し
つ

つ
本
論
で
は
、
東
宮
（
憲
平
）
の
後
宮
に
参
入
、
令
制
の
妃
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
た
と
結
論
づ
け
る
。
か
つ
村
上
天
皇
と
し
て
は
憲
平
の
嫡
妻
と
し
て
、
昌

子
内
親
王
と
の
婚
姻
を
元
服
式
の
夜
に
差
配
し
た
と
考
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

村
上
天
皇
の
崩
御
後
、
冷
泉
天
皇
の
即
位
前
に
、
昌
子
内
親
王
は
立
后
す
る
運

び
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

藤
原
穏
子
、
そ
し
て
昌
子
内
親
王
に
か
ん
す
る
こ
れ
ま
で
の
考
察
、
そ
し
て

今
回
も
感
じ
た
の
は
、『
新
国
史
』
を
含
め
た
国
史
は
、
宮
中
に
設
置
さ
れ
た

撰
国
史
所
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
国
史
に
な
ら
い
複
数
人
に
よ
り
編
纂
さ
れ

て
い
る
た
め
、
各
国
史
間
、
特
に
同
書
内
に
お
い
て
構
文
や
用
語
を
共
通
す
る

も
の
と
し
て
読
む
の
が
、
そ
の
書
が
伝
え
よ
う
と
す
る
歴
史
の
理
解
へ
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
紀
略
』
も
こ
れ
ら
に
含
ま
れ
る

と
思
う
。
そ
れ
に
対
し
、
日
記
や
そ
の
他
の
史
料
に
は
、
書
き
手
と
書
か
れ
る

対
象
（
人
物
で
あ
れ
、
事
物
で
あ
れ
）
と
の
関
係
性
が
よ
り
反
映
さ
れ
る
。

も
っ
と
い
っ
て
し
ま
え
ば
、
書
き
手
が
対
象
を
ど
う
位
置
づ
け
た
い
か
、
に
左

右
さ
れ
る
た
め
、
慎
重
に
、
同
一
テ
キ
ス
ト
内
を
見
渡
し
つ
つ
考
察
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

右
を
踏
ま
え
、
今
後
は
『
栄
花
物
語
』
の
昌
子
内
親
王
及
び
ほ
か
の
キ
サ
キ

達
を
、
藤
原
彰
子
を
、『
源
氏
物
語
』
を
、
と
考
察
を
つ
づ
け
て
ゆ
き
た
い
。

も
ち
ろ
ん
そ
の
過
程
で
、『
権
記
』
を
分
析
し
、
今
回
、
読
み
を
保
留
に
し
た

箇
所
に
つ
い
て
私
見
を
示
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

『
日
本
書
紀
』
の
引
用
本
文
は
、
小
島
憲
之
・
直
木
孝
次
郎
・
西
宮
一
民
・
蔵
中
進
・
毛

利
正
守
『
日
本
書
紀
①
〜
③
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
、
一
九
九
四
年

三
月
、
一
九
九
六
年
十
月
、
一
九
九
八
年
五
月
）
に
よ
る
。
必
要
な
箇
所
へ
返
り
点

を
付
し
た
。
左
の
三
書
も
同
様
。

『
延
喜
式
』
の
引
用
本
文
は
、
虎
尾
俊
哉
『
延
喜
式　

中
・
下
』（
集
英
社
、
二
〇
〇
七

年
六
月
、
二
〇
一
七
年
十
二
月
）
に
よ
る
。
割
り
注
箇
所
は
〈　

〉
で
く
く
っ
た
。
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旧
字
を
新
字
に
改
め
た
箇
所
も
あ
る
。

『
日
本
紀
略
』
の
本
文
引
用
お
よ
び
参
照
は
、『
日
本
紀
略　

前
篇
』（
新
訂
増
補
国
史
大

系
十
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
五
月
）
な
ら
び
に
『
日
本
紀
略　

後
篇
』（
新
訂

増
補
国
史
大
系
十
一
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
八
月
）
に
よ
る
。（　

）
内
は
割

り
注
。

『
日
本
後
紀
』
の
本
文
引
用
お
よ
び
参
照
は
、『
六
国
史
』
巻
５
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九

四
〇
年
）、
な
ら
び
に
『
日
本
後
紀
』（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書　

和
書
之
部
二
十
八
、

八
木
書
店
、
一
九
七
八
年
三
月
）
に
よ
る
。

注
１�　

拙
稿
Ａ
「〈
大
宮
〉
考
─
古
記
録
・
史
料
に
見
る
藤
原
穏
子
─
」（『
名
古
屋
大
学
国

語
国
文
学
』
108
、
平
成
二
十
七
年
十
一
月
）、
な
ら
び
に
拙
稿
Ｂ
「〈
大
宮
〉
考
─
仮

名
文
学
に
見
る
藤
原
穏
子
─
」（『
成
蹊
國
文
』
49
、
平
成
二
十
八
年
三
月
）。

２　

拙
論
Ａ
「〈
大
宮
〉
考
─
古
記
録
・
史
料
に
見
る
昌
子
内
親
王
─
」（『
名
古
屋
大
学

国
語
国
文
学
』
110
、
平
成
二
十
九
年
十
一
月
）、
な
ら
び
に
拙
論
Ｂ
「〈
大
宮
〉
考
─

仮
名
文
学
作
品
に
見
る
昌
子
内
親
王
─
」（『
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
』
111
、
平
成

三
十
年
十
一
月
）。

３　

こ
の
、「
キ
サ
キ
」
は
、
瀧
波
貞
子
「
女
御
・
中
宮
・
女
院
」『
平
安
文
学
の
視
覚

─
女
性
─
』（
勉
誠
社
、
平
成
七
年
十
月
）
を
参
考
に
、「
令
制
キ
サ
キ
」「
令
外
キ
サ

キ
」「
事
実
上
の
キ
サ
キ
」
の
総
称
と
し
て
用
い
る
。

４　

ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
よ
り
。
ほ
か
同
Ｄ
Ｂ
に
は
『
日
本
大
百
科
全
書
』
に
て
橋
本

義
彦
氏
が
、『
世
界
大
百
科
全
書
』
に
て
玉
井
力
氏
が
執
筆
を
担
当
し
て
い
る
。
あ
わ

せ
て
参
照
願
い
た
い
。

５　

大
野
晋
『
上
代
仮
名
遣
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
三
年
六
月
）
な
ら
び
に
松

村
明
『
国
語
史
概
説
』（
秀
英
出
版
、
一
九
七
二
年
五
月
）、
三
〇
頁
の
一
覧
表
を
参

照
。
な
お
、
大
野
氏
に
よ
る
と
万
葉
仮
名
「
妃
」
は
『
日
本
書
紀
』
中
に
一
例
し
か

確
認
出
来
ず
、
か
つ
写
本
間
で
は
「
妣
」
の
字
を
用
い
る
方
が
多
い
が
、
誤
写
の
可

能
性
は
少
な
く
、「
妃
」
が
正
し
い
用
字
と
断
じ
て
い
る
。
同
書
二
六
頁
。

６　

松
村
明
『
国
語
史
概
説
』（
秀
英
出
版
、
一
九
七
二
年
五
月
）、
三
〇
頁
の
一
覧
表

を
参
照
。
な
お
、
同
一
覧
表
作
成
に
あ
た
り
、『
古
事
記
』『
万
葉
集
』
に
つ
い
て
は

有
坂
秀
世
『
上
代
音
韻
攷
』
が
参
考
文
献
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

７　
『
時
代
別
国
語
大
辞
典　

上
代
編
』（
三
省
堂
、
昭
和
四
十
二
年
）
の
「
み
め
」「
む

か
ひ
め
」
の
項
、
な
ら
び
に
『
日
本
書
紀　

上
・
下
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
新
装
版
、

岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
九
月
）、『
日
本
書
紀
①
〜
③
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、

小
学
館
、
一
九
九
四
年
三
月
、
一
九
九
六
年
十
月
、
一
九
九
八
年
五
月
）
を
参
照
。

８　
『
万
葉
集
①
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
、
一
九
九
四
年
九
月
）
を
参

照
。
こ
の
読
み
は
、『
万
葉
集
（
１
）』（
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
、
一
九
九
〇

年
三
月
、
第
二
十
一
版
）
で
も
同
じ
。

９　
『
律
令
』（
日
本
思
想
大
系
新
装
版
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
四
月
）
よ
り
引
用
。

同
書
の
凡
例
に
よ
れ
ば
、
こ
ち
ら
は
「
養
老
律
令
」。「
後
宮
職
員
令
」
は
、
無
窮
会

蔵
『
令
集
解
』
よ
り
令
文
を
抽
出
し
て
い
る
。「
禄
令
」
は
内
閣
文
庫
蔵
紅
葉
山
文
庫

本
『
令
義
解
』
に
よ
る
。

10　

小
島
憲
之
・
木
下
正
俊
・
佐
竹
昭
広
校
注
・
訳
『
万
葉
集
（
１
）』（
日
本
古
典
文

学
全
集
、
小
学
館
、
一
九
九
〇
年
三
月
、
第
二
十
一
版
）

11　

小
島
憲
之
・
木
下
正
俊
・
東
野
治
之
校
注
・
訳
『
万
葉
集
①
』（
新
編
日
本
古
典
文

学
全
集
、
小
学
館
、
一
九
九
四
年
九
月
）

12　

坂
本
太
郎
・
家
永
三
郎
・
井
上
光
貞
・
大
野
晋
『
日
本
書
紀　

上
・
下
』（
日
本
古

典
文
学
大
系
新
装
版
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
九
月
）

13　

小
島
憲
之
・
直
木
孝
次
郎
・
西
宮
一
民
・
蔵
中
進
・
毛
利
正
守
『
日
本
書
紀
①
〜

③
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
、
一
九
九
四
年
三
月
、
一
九
九
六
年
十
月
、

一
九
九
八
年
五
月
）

14　

荻
原
浅
男
・
鴻
巣
隼
雄
校
注
・
訳
『
古
事
記　

上
代
歌
謡
』（
日
本
古
典
文
学
全
集
、

小
学
館
、
一
九
九
〇
年
九
月
、
第
二
十
一
版
）

15　

山
口
佳
紀
・
神
野
志
隆
光
校
注
・
訳
『
古
事
記
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小

学
館
、
一
九
九
七
年
六
月
）

16　
『
新
撰
字
鏡
』
の
本
文
引
用
に
際
し
て
は
、
澤
瀉
久
孝
編
『
新
撰
字
鏡
』（
古
典
索

引
叢
刊
三
、
全
國
書
房
、
一
九
四
四
年
十
二
月
）
を
翻
字
し
、
読
み
や
す
く
す
る
た

め
、
句
読
点
を
補
っ
た
。
ま
た
「
妃
」
の
脇
に
波
線
、
和
訓
に
は
脇
に
棒
線
を
付
し

た
。
浅
学
に
よ
り
判
読
で
き
な
い
漢
字
は
平
安
時
代
漢
字
字
書
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

編
纂
委
員
会
が
公
開
す
る
『
新
撰
字
鏡
』
見
出
し
語
お
よ
び
全
文
翻
刻
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
（
原
題
「T

SJ_definitions.tsv -- H
eadw

ords and definitions

」）
を
参
照
し
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文
字
表
記
を
補
っ
た
箇
所
も
あ
る
。
そ
こ
で
も
表
現
さ
れ
て
い
な
い
漢
字
は
、『
新
撰

字
鏡
国
語
索
引
』（
京
都
大
学
國
語
學
國
文
學
研
究
室
編
集
発
行
、
一
九
五
八
年
十
一

月
）
を
参
照
し
補
っ
た
。

17　

ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
『
大
漢
和
辞
典
』（
諸
橋
轍
次
、大
修
館
書
店
）
よ
り
抜
粋
引
用
。

18　

注
17
に
同
じ
。
意
義
に
つ
い
て
す
べ
て
引
用
し
、
典
拠
と
な
る
資
料
名
称
と
用
例

文
を
割
愛
し
て
い
る
。

19　

虎
尾
俊
哉
『
延
喜
式　

新
装
版
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
三
月
）

20　

増
田
繁
夫
「
女
御
・
更
衣
・
御
息
所
の
呼
称
─
源
氏
物
語
の
後
宮
─
」『
源
氏
物
語

と
貴
族
社
会
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
八
月
）
第
一
章
第
二
節
。

21　

河
村
政
久
「
昌
子
内
親
王
の
入
内
と
立
后
を
め
ぐ
っ
て
」（『
史
叢
』
一
七
、
一
九

七
三
年
九
月
）

22　

注
２
の
拙
論
Ａ
、（
注
30
）。

23　

ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
『
古
事
類
苑
』
よ
り
引
用
。

24　
『
九
曆
』
の
本
文
は
、（
大
日
本
古
記
録
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
七
月
）
に
よ
る
。

25　
『
村
上
天
皇
御
記
』
の
本
文
は
、『
続
々
群
書
類
従
』
第
五　

記
録
（
国
書
刊
行
会
、

一
九
〇
九
年
七
月
）
に
よ
る
。

26　

河
内
祥
輔
『
古
代
政
治
史
に
お
け
る
天
皇
制
の
論
理　

増
訂
版
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
四
年
十
月
）
二
九
頁
。

27　

注
19
に
同
じ
。「
春
宮
式
」
の
条
、
二
〇
〇
頁
を
参
照
。

28　

注
19
に
同
じ
。
五
五
〜
五
六
頁
。

29　
『
権
記
』
の
本
文
は
、『
史
料
纂
集　

権
記
』
第
一
、
第
五
十
七
巻
（
続
群
書
類
従

完
成
会
、
一
九
七
八
年
十
二
月
）
に
よ
る
。

30　

倉
本
一
宏
『
藤
原
行
成　
「
権
記
」（
上
）』（
講
談
社
、
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

31　

注
29
に
同
じ
。

32　

注
20
に
同
じ
、
増
田
繁
夫
『
源
氏
物
語
と
貴
族
社
会
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二

年
八
月
）
第
一
章
第
三
節
、「
源
氏
物
語
の
藤
壺
は
令
制
の
〈
妃
〉
か
」。

33　

注
32
に
同
じ
。
一
四
一
頁
。

（
ど
い
・
な
お
こ　

本
学
全
学
教
育
講
師
）


